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北海道東部太平洋で夏期にさんま流し網漁業により漁獲

されるサンマの来遊起源について

夏目雅史，森 泰雄，辻 浩司

留萌沖合日本海に分布するアカガレイ（Hippoglossoides

dubius）の年齢と成長

板谷和彦，高嶋孝寛，三橋正基

海道東部太平洋では，さんま棒受網漁業の水揚げが本

格化する時期に先駆けて，７月上旬～８月上旬にさんま

流し網漁業が行われている。さんま棒受網漁業で漁獲さ

れるサンマについては，夏期に親潮とともに北洋海域か

ら南下してくることが知られているが，さんま流し網漁

業で漁獲されるサンマの来遊起源については明らかにさ

れていない。そこで，さんま流し網漁業とさんま棒受網

漁業の漁獲物，および三陸沖から道東沖で行われた調査

船調査による漁獲物について，サンマウオジラミの寄生

率，卵巣の成熟度，脂質含量などを調べた結果，さんま

流し網漁業の漁獲対象は春から夏にかけて本州北部沿岸

を北上してくる沿岸北上群が来遊起源と考えられた。

２００７年７月から１１月までに試験調査船おやしお丸のオッ

タートロールにより道西日本海においてアカガレイを採

集し，全長および体重に関する成長を調べた。年齢査定

を耳石の輪紋数により行い，加齢の基準を７月１日とし

た。年齢を t として成長式に von Bertalanffyの式を

あてはめた結果，全長（TL）に関しては雌では TL（t）=５４１

（１-e-０．１３（t+０．９４）），雄では TL（t）=３２６（１-e-０．２８（t+０．４８）），体重（BW）

に関しては雌では BW（t）=１９３６（１-e-０．１１（t+０．８６））３，雄では

BW（t）=３１９（１-e-０．２８（t+０．３１））３が得られた。他の海域のアカ

ガレイと成長を比較すると，京都府沖の日本海，東北太

平洋，北海道噴火湾の海域に分布するアカガレイより

も，雌雄ともに大きく成長することがわかった。

A４２５ 北水試研報 ７４ １－１１ ２００９ A４２６ 北水試研報 ７４ １３－１７ ２００９

カラフトマス山漬けの製造中の成分変化について

蛯谷幸司，成田正直，小玉裕幸，

秋野雅樹，武田忠明，今村琢磨

鯨類捕獲調査で得られた鯨類体内におけるイミダゾール

ジペプチド類の比較（短報）

辻 浩司，佐藤暁之，金子博実，

安永玄太，藤瀬良弘，野俣 洋

カラフトマス山漬けの製造において，原料の脂質含量

や塩蔵で使用する塩の違いが，塩分の浸透や熟成に与え

る影響について検討した。また，オホーツク海産カラフ

トマスの原料特性についても調査した。

山漬けの塩分は，脂質含量が高い原料や粉砕塩を用い

たもので低くなる傾向であった。遊離アミノ酸は塩蔵後

に１．２～１．５倍に増加したが，原料や塩の違いで差はなか

った。アミノ酸組成ではタウリンとヒスチジンは減少し

たが，リジンとアルギニンは顕著に増加した。風乾では

７日目に原料の１．６倍，１４日目に１．８倍に増加した。また，

旨味成分のグルタミン酸は塩蔵での増加は少なかった

が，風乾では塩抜き後の約１．４倍に増加した。

イミダゾールジペプチドには，バレニン，アンセリン，

カルノシンの存在が知られており，抗疲労効果が期待さ

れている。今回，鯨類捕獲調査で得られた副産物（赤身

肉）のイミダゾールジペプチドの定量を行った。ミンク

クジラ，イワシクジラ，ニタリクジラ，クロミンククジ

ラ，ナガスクジラの主要イミダゾールジペプチドは，バ

レニンで，１０００�以上含まれていたが，マッコウクジラ

には僅かしか検出されなかった。また，部位別では血液

中にバレニンとカルノシンが僅かに検出されたが，心臓

と胃には含まれていなかった。

A４２７ 北水試研報 ７４ １９－２４ ２００９ A４２８ 北水試研報 ７４ ２５－２８ ２００９
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